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大神島
宮古本島平良市西里，下地町与那覇
〔八重山諸島〕
八重山本島石垣，川平
与那国島祖納
以上の資料に，下記文献の資料をも加えた。
『琉球方言の総合的研究」（平山輝男大島一
郎中本正智共著明治書院）より
〔奄美諸島〕
大島本島名瀬市名瀬，宇検村生勝
徳之島天城町平士野，徳之島町亀津，伊仙町
伊仙
沖永良部島和泊町玉城知名町上城同瀬利
覚
与論島茶花麦屋
『宮古諸島学術調査研究報告一言語・文学編』
（琉球大学沖繩文化研究所編）より，
〔宮古諸島〕
伊良部村佐和田
多良間村塩川
はじめに
琉球方言で用いられている人称代名詞につい
て考察する。
本稿で用いる資料の中で，下記の地域の資料
は筆者の調査による。
〔奄美諸島〕
大島本島宇検村揚湾，瀬戸内町古仁屋
喜界島志戸桶
沖永良部島知名町田皆，和泊町国頭
〔沖繩諸島〕
伊是名島勢理客，諸見
伊江島西江前
沖繩本島国頭村奥，同辺野喜，同佐手，同謝
敷，同与那，同辺土名，大宜味村喜
如嘉，同塩屋，東村有銘，今帰仁村
仲宗根，本部町瀬底，同並里，金武
村金武，与那城村平安座，具志川市
上江別，浦添市小湾，豊見城村饒波
久米島仲里村儀間
〔宮古諸島〕
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伊芸，名嘉間でも用いられている。
ｗａｎｉ瀬底，小湾
〔宮古諸島〕
ｂａｎ平良，佐和田，多良間，来間，与那覇
ａ 大神
ａｎ大神
〔八重山諸島〕
ｂａｚ石垣，竹富，黒島，鳩間
ｂａｎ大浜，黒島，鳩間
ｂａｎｕ石垣，川平，竹富，波照間
ａ 与那国
ａｎｕ与那国
その分布をみてみると，－地点に二語形ない
し三語形併用というところがある。
たとえば，奄美諸島では志戸桶がｗａ，ｗａｎ，
ｗａｎｕの三語形を併用しており，湯湾がwanと
ｗａｎｕを併用している。
沖繩諸島では諸見，勢理客，奥，辺野喜等の
北部地域が概略waxとｗａｎを併用している。
そのなかで，瀬底はwaZ，ｗａｍｗａｎｉの三語
形を併用している。本島中部ではｗａｘとｗａｎｕ
（金武），ｗａｎとｗａｎｕ（平安座）を併用して
いるが，一般にｗａｚが少なくなり，ｗａｎｕがよ
く用いられている。本島南部ではｗａＺとｗａｎ
（奥武），ｗａｎとｗａｎｉ（小湾）の併用がみら
れる。
宮古諸島では，大神がａとａｎを併用してい
るが，宮古諸島は概略ｂａｎの地域である。
八重山諸島ではbaZとｂａｎの併用地域（黒島
鳩間），baXとｂａｎｕの併用地域（石垣，竹富）
とがある。
与那国の祖納はａとａｎｕを併用している。
「わたくし」という意味を表わすのに，－地
点に二語形ないし三語形が併存しうる理由はな
んであるか。この点に関して，併用地域の全体
下地町来間
『琉球先島方言の総合的研究』（平山輝男
大島一郎中本正智共著明治書院）より
〔八重山諸島〕
八重山本島大浜
竹富島
黒島
波照問
また，沖繩本島玉城村奥武，八重山石垣市鳩
間の資料はそれぞれ中本正智氏，加治工真市氏
からいただいた。
１．一人称
1１単数
一人称・単数の「わたくし」を表わす語形は
各地の方言で次のようにあらわれる。
〔奄美諸島〕
ｗａ志戸桶
ｗａｎ志戸桶，名瀬，生勝，湯湾，古仁屋，
平士野，亀津，伊仙，国頭，麦屋
ｗａｎｕ志戸桶、湯湾，上城，田皆，玉城、瀬
利覚，茶花
〔沖繩諸島〕
ｗａｚ諸見，勢理客，奥，辺野喜，佐手，謝
敷，与那，辺土名，喜如嘉，塩屋，有
銘，西江前，仲宗根，並里，瀬底，金
武，奥武
ｗａｎ諸見，勢理客，奥，辺野喜，佐手，謝
敷，与那，辺土名，喜如嘉，塩屋，有
銘，西江前，仲宗根，並里，瀬底，上
江例，平安座，小湾，饒波，奥武，儀
間
ｗａｎｕ金武，平安座
その他，琉球大学方言研究クラブの調
査によれば，本島中部の恩納，屋嘉，
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について明らかになしえているわけではないが，
今，筆者の方言である沖繩本島北部の瀬底方言
でみてみると，次の通りになる。
瀬底方言では，前述したように，waz，ｗａｎ
ｗａｎｉの三語形があらわれる。これらの用法は
以下の通りである。
▲ｗａｚ
(1)直ちに体言に接する。
ｗａＺｍｕｎ（わたくしのもの）
ｗａＸｊａＸ（わたくしの家）
②格助詞ｇａ（が）を伴って主格に立ちえる。
ｗａＺｇａｈａｔＪａｎ（わたくしが書いた）
ｗａＸｇａ？ikun（わたくしが行く）
(3)格助詞ｇａ（が）以外の助詞には接しえな
い。
▲ｗａｎ
(1)単独で主格に立つ。
ｗａｎ？ikun（わたくしが行く）
ｗａｎｈａｋｕＺｓａ（わたくしが書くよ）
②ほとんどの助詞に接して用いられる。
格助詞に接する例
ｗａＤｇａｈａｋｕｎ（わたくしが書く。主格）
ｗａｎｎｅｚｎａＺｊｕｎ（わたくしに似る）
ｗａＤｇａｔｉ？』u、（わたくしへ言う）
ｗａｎｔｕｍａｎｄ５ｉ７ｉｋｕｎ（わたくしと一諾
に行く）
wanjoXkantJuZJen（わたくしより強い）
ｗａｎｈａｒａ？ikun（わたくしから行く）
ｗａｎＪｉＪｉｍｕｒａｂａ？ikunroz（わたく
しでよければ行くぞ）
副助詞に接する例
ｗａｍｂａｋｅＸｍｉｎ（わたくしばかり見る）
ｗａｍｍａｒｉＺ？iｋｕｎ（わたくしまで行く）
waOgariX7ikun（わたくしまで行く）
ｗａｎｎｉｇａＸｔＪａＸｎｎａｉｎｎａ（わたくしな
どとてもできるものか）
ｗａｎ？ａｔａｉｎｕｍｕｎｇａｎａｒａｎｊｉｇａ（
わたくしぐらいの者ができないよ）
ｗａｎｒｅｚｊａｒａｔＪｉｎｒｉｒｅＺｄ５ｉｎａｉｎｔｅｚ
（わたくしなど行かせてごらん大変になるから）
ｗａｎｊａｔｉｎｎａｒａｎ（わたくしでもできな
い）
係助詞に接する例
ｗａｎｊａ？iｋａｎ（わたくしはいかない）
ｗａｎｎｕｎ？ikun（わたくしも行く）
ｗａｎｒｕｊｕｂｕＸｒｕ（わたくしぞ呼ぶ。わた
くしを呼ぶんだ）
ｗａｎｔＪｕｎｍｉｒａｎ（わたくしさえみえな
い）
ｗａｎｒｕｎ？iｋａｊｉｎｅｘｎａｒａｎｒｏｚ（わ
たくしぞも行かせたらいけないぞ。わたくしを
行かせたら行けないぞ）
ｗａｎｇａｎｕＪｉｘｒａ（わたくしを乗せるのか
しら）
並列助詞に接する例
ｗａｎｊａｒａ？aｒｉｊａｒａｔＪａｘｊｕｂｉｓｕｎ（
わたくしやら彼やら呼び続ける）
ｗａＯｋａ７ｊａＺｋａ７ｉｋａｎｎｅＸｎａｒａｎ（
わたくしか君か行かなければならない）
ｗａｎｎｕｊａ？arinujaritJijuOgaJima-
Jen（わたくしとか彼とかと言ってやがましい）
ｗａｎｔｕｋａ？aritukaritJiwakaran（
わたくしとか彼とかと言ってわからない）
終助詞に接する例
ｗａｎｎａ（わたくしか）
ｗａｎｊｏＸ（わたくしよ）
ｗａｎｇａｊａｘ（わたくしから）
ｗａｎｒｏＺ（わたくしだぞ）
ｗａｎ９ａＸ（わたくしだよ）
(3)接続助詞と格助詞ｎｕ（の）は接しえない。
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但し，両者は全く同じとはいえ，普段はどちら
かといえば，ｗａｎｉよりｗａｎの方を多く用い
る。
そこで，あらためてｗａｘとｗａｎの用法上の
相違を示すと，次の通りになる。
四連体格に立ちえない。
▲ｗａｎｉ
ｗａｎと全く同じように用いられる。すなわ
ち，上記ｗａｎの文例中，ｗａｎの部分をｗａｎｉ
におきかえても，なんの不自然さも生じない。
ｗａｘ ｗａｎ
○連体格に立ちえない。○連体格に立つ。
○格助詞ｇａ（が）を伴って主格に立つ。 ｏ格助詞ｇａ（が）を伴ってはもちろん
のこと，単独でも主格に立つ。
○格助詞ｇａ（が）にのみ接する。 ○接続助詞と格助詞のｎＭの）を除くほ
とんどの助詞に接する。
○用法が広い。○用法が限定。
ｗａｘとｗａｎの違いは上記の通りで，両者が
同じく「わたくし」を表わしながらも併存しう
る理由は，それぞれの担う文法的職能によるも
のと考えられる。また，ｗａｎとｗａｎｉの間に
は時間的な新古関係が存していて，その変化の
過渡期において，両者があたかも併存している
かのようにみえているものと解される。
さて，文献では一人称・単数の代名詞はどう
あらわれるかについてみてみる。
『万葉集』（注ｌ）では一人称。単数の代名
詞として「あ，あれ」「わ，われ」がみえてい
る。ほかに東歌に「和奴」（３４７６），「和努」
（４３５８）という形もあらわれる。
『おもろさうし』（注２）では「あ，あん」
と「わ，わん」の形がみえ，「あ」「わ」は単
独で用いられることなく，常に「あが（あか)」
「わが」の形で連体格に立つか，あるいは助詞
「は」を伴って用いられているようである。
「あ，あん」と「わ，わん」の関係について，
伊波普猷先生は「あ，あん」が古く，「わ，わ
ん」は新しいと思われるが，あるいは古くから
両者とも併存していたとも思われると述べてお
られる（注３）。外間守善先生は「あ，あん」
が古く，「わ，わん」が新しいと説かれ，さら
に「あ」については，これの修飾する語に対し
て「愛情。親しみ。尊敬をあらわすものであり，
さかのぼっては，共同体意識の顕現されたもの
とみることができる」と述べておられる（注４）。
１５世紀初葉の沖繩の中央語の文献といわれ
ている『華夷訳語』（注５）では「我」に対し
て「昂唾」がみえ，「おもろさうし』と同じ「
あん」があらわれる。
１６世紀初葉の沖繩の中央語の文献といわれ
ている『語音翻訳』（注６）では，「我」に対
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まず，ｗａｘ（またはｗａ）（奄美・沖繩諸島）
とｂａｚ（八重山諸島）であるが，先島方言のｂ
は奄美・沖繩方言のｗに対応するから，waxと
ｂａｚは同系統の語であろう。このｗａｚとｂａｘ
は琉球方言の音韻法則からして，上代国語の「
わ」に対応するものと解される。
また，宮古の大神島や与那国にあらわれるａ
は上代国語の「あ」に対応するものと解される。
野原三義氏の調査によれば，久米島鳥島にも？ａ
（わたくし）が用いられているようである。
次に，奄美・沖繩諸島にあらわれるｗａｎ，
ｗａｎｕ，ｗａｎｉ，宮古。八重山諸島にあらわれ
るｂａｎ，ｂａｎｕ，ａｎ，ａｎｕは国語のどの形式に
対応するであろうか。
まず，ｗａｎｗａｎｕｗａｎｉとｂａｎｂａｎｕにつ
いてみてみよう。これらの形式は上代国語の「
われ」に対応し，その音韻変化の結果成立した
ものと解される。その変化過程は次のように想
定される。
してｗａｎの形がみえている。
１６世紀末以前の同じく沖繩の中央語の文献
とされている『音韻字海』（注７）では「尾奴」
という形がみえ，語末が－，ｕであったことが
わかる。
筆者はまだみていないが，『篇海類編』『海
編正宗」にも「瓜奴」（ｗａｎｕ）という形がみ
えているようである（注８）。
琉歌（注９）をみると，そこにも「わぬ」が
みえ，ほかに「わたくし」をあらわすのに「わ
み」「わがみ」の形もみえている。
１７１９－２０年の『中山伝信録」（注１０）で
は「空駈」（ｗａｎ）があらわれる。
１８１８年にロンドンで出版されたClifford
の『琉球語彙」（注１１）でも「ｗａｎｇ」となっ
ている。
以上の文献資料も踏まえつつ，琉球方言にあ
らわれる「わたくし」を表わす語形が国語のど
の形式に対応するのかということについて考察
してみたい。
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に，次のような変化を経て成立したものと解さ
れる。
ａｒｅ→箔ｒＹ→ａｎｕ→ａｎ
文献資料からみても，１７世紀あたりまで
ｗａｎｕｗａｎ両形があらわれ，’８世紀あたりか
らｗａｎが優勢になってきた様子がうかがえる。
また，現在ｗａｎｕとｗａｎを併用している地域（
たとえば喜界島の志戸桶）でも，ｗａｎｕより
ｗａｎは優勢である。これらのことからしても,上
記の変化過程は妥当のように思われる。
次に，宮古の大神と与那国にあらわれるａｎ，
ａｎｕは，上代国語の「あれ」に対応するものと
解される。これもｗａｎｗａｎｕの場合と平行的
１．２複数
一人称・複数の「わたくしたち」を表わす語
形は各地の方言で次のようにあらわれる。
〔奄美諸島〕
wannaZ志戸桶
wakja名瀬伊仙上城瀬利覚田皆
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ｗａＺｋｊａ生勝湯湾古仁屋
wakkjaZ平士野亀津
watJa国頭玉城
waZtJa志戸桶麦屋茶花
〔沖繩諸島〕
wannax辺野喜佐手謝敷与那辺士名
喜如嘉
waXkaZ謝敷
ｗａＸｋｅｘ塩屋
wasaz奥
wattaX諸見勢理客塩屋有銘西江前
仲宗根並里瀬底金武上江例
平安座小湾饒波奥武儀間
？ａ イ中宗根瀬底
7agan仲宗根瀬底
〔宮古諸島〕
antaz大神
bantiX佐和田
bantaZ平良多良間来問与那覇
〔八重山諸島〕
bantax黒島鳩間与那国
bandaZ大浜石垣川平
banaz竹富
ｂａｉｍａ波照間
ｂｅＸ ｔ鳥間
ｂｅｚｔａ鳩間
以上が各地における「わたくしち」を表わす
方言語形である。
そこで，上記の形式から複数を表わす接尾形
式らしきものを分析してみると，次の通りにな
る。
－ｎａＸ－ｋｊａ(2)－ｔＪａ－ｋａＸ－ｋｅｘ
－ｓａｚ－ｔａ(Z）－ｄａｚ－ｔｉｚ－、ａ
これらの接尾形式が，単数形式に接尾して複数
形式を構成している。その構成法を各諸島でみ
|蔓蠅|+'三藍②卜繩
Ｅｉｌｌ''二小
’::Ⅲ}+(二麓Ｍ構造
llIi1l+'三斗
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対応するであろうか。
奄美・沖繩諸島のwan,ｗａ(Z),ｗａｋ（ｗａｔ），
宮古・八重山諸島のｂａｎ,ba,ｂａＬｂｅｚの前部
形式は，単数形式での考察を踏まえて推定する
ならば，恐らく「われ」の変化した形であろう。
但し，宮古大神島のａｎは「あれ」に対応する。
そして，接尾形式の－tａ(X）－Saxは「たち」
の変化した姿だと考える。従って，たとえば，
watta（諸見）antaX（大神）は「われた
ち」「あれたち」に対応するであろう。接尾形
式の－saZは国頭村奥にあらわれる。奥方言で
は国語のｔはｔに対応しているが，同村宇嘉・
辺野喜・佐手ではｔはｓに対応している。同周
辺地域では－taZは一saZに変化していたもの
と思われる。
その他の接尾形式一nax-kja(z)等が国語の
いかなる形式に対応するのか，今のところ明確
になしえない。但し，その中でも－ｋｊａ(z),－
tJa,－ka,－keXが恐らく同一系統の接尾辞であ
ろうことは推定がつく。
次に，沖繩本島本部半島にあらわれる？a，
７aganについて述べる。ここでは，それらの形
式の用いられている地点として，仲宗根と瀬底
のみを示したが，同地点周辺の本部半島ではか
なり用いられている。
さて，仲宗根・瀬底方言では「わたくしたち」
を表わすのにwattaZ以外に？ａ，７ａｇａｎが用
いられている。その三者の関係について以下述
べてみたい。
まず，？ａと？ａｇａｎは用法上で区別を示す。
瀬底方言を例にとって示す。
？ａの用法
(1)常に格助詞ｇａ（が）を伴って体言に接す
る。
？ａｇａｊａｚ（わたくしたちの家）
７ａｇａｍｕｎ（わたくしたちのもの）
②主格に立ちえない
(3)？ａが格助詞ｇａ（が）を介してｍｉ（身）
につらなり，７aｇａｍｉ（わたくしたち）とい
う熟語を形成する。
？ａｇａｍｉｊａ？ｉｋａｎ（わたくしたちは行
かない）
７aｇａｍｉｊａＪｉｍｕｓａ（わたくしたちは
よい）
？ａｇａｎの用法
(1)単独で主格に立ちえる。
？ａｇａｎ？ika（わたくしたちが行こう）
？aganhakax（わたくしたちが書こう）
(2)格助詞ｇａ（が）に接して主格に立つ。
？ａｇａＤｇａｊｕｍｕｎ（わたくしたちが読む）
7aｇａＯｇａｗａｊｊｅｎ（わたくしたちが悪い）
(3)連体格には立ちえない。
(4)接続助詞と格助詞ｎｕ（の）を除くほとん
どの助詞に接して用いられる。
両者の用法上の違いを対照して示せば，次の
通りになる。
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?ａｇａｎ?ａ
ｏ運体格に立ちえない。○格助詞ｇａ（が）を介して連体格に立つ。
ｏ主格に立つ。○主格に立ちえない。
○接続助詞と格助詞ｎｕ（の）を除くほとん
どの助詞に接しうる。
○格助詞ｇａ（が）にのみ接する。
ｏ用法が広い。○用法が限定されている。
用法上では，？a,？agan両者がともに相補っ
て，そこではじめてwattaxと同等の文法的職
能が発揮されるということができる。但し，同
じ連体格に立つにしても，？ａが９ａ（が）を
介して体言に接するのに対し，wattaxは直ち
に体言に接していく点で多少の違いは示す。
しかし，？a,？aganとwattaZが最も違いを
示すのは，これらの表わす意味範囑においてで
ある。？a,７aganは聞手はもとより，その会話
に属しているグループの人々を，すべて「わた
くしたち」の中に包含する。？a’７aganの中に
包含された人々は一身同体意識を持ち，お互い
が基底において深く結ばれていることを意識す
る。あるいは，そういう条件を備えていない場
合では？a,７aganは用いられないといえる。外
間守善先生も述べておられるように，この形式
はもっとも共同体意識の顕現されたものであろ
う。
それに対して，wattaXは聞手を「わたくし
たち」の中に含めない。聞手あるいは聞手に属
するグループに対しては？ittaz（おまえたち）
nattax（あなたたち）等の対者意識がある。
話手側と聞手側を明確に区別する。
このように，？a'７ａｇａｎは同じく「わたく
したち」を表わしながらも，用法上における明
確な違いを有している。
さて，この？a,？aganは国語のどの形式に対
応するのかということであるが，？ａは恐らく
上代国語の「あ」に対応するものと考えられる。
？aganは「あが身」に対応するであろう。『万
葉集』には「阿何微」（８４８）「安我未」（３７
５７）「安賀未」（４０７８）の形がみえている。
単数のところでみたように，宮古の大神島の
ａ，ａｎ，与那国のａ，ａｎｕは上代国語の「あ，
あれ」に対応し，しかも単数の意で用いられて
いる。しかし，沖繩本島の本部半島にあらわれ
るこの？ａは，同じく上代国語の「あ」に対応
しながら，複数の意に用いられている。いわゆ
る単数から複数への意味移行をきたしているの
である。このような意味移行がなぜ起ったのか
については，拙稿「奈良時代の人称代名詞につ
いて」（「都大論究」第１ｏ号東京都立大学
国語国文学会編）にあるていど述べてあるので
ここでは省くことにする。
次に，同じく「わたくしちち」を表わすｗａ－
ｔｔａｘとはどう区別があるのかについて述べる。
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以上の意味範嬬を簡潔に表現するならば，？ａ，
？aganは彼我一体・主客混靖的意味範囑を有し，
それに対してwattaXは彼我対立的・主客弁別
的意味範嬬を有すということができる。
naztJax（あなたたち）
?』ａ（おまえ）
？jakja（おまえたち）
､aｎ（あなた）
nakja（あなたたち）
?ura（おまえ）
？urikja（おまえたち）
､aｎ（あなた）
ｎａｚｋｊａ（あなたたち）
?ura（おまえ）
？urakja（おまえたち）
､aｎ（あなた）
ｎａｚｋｊａ（あなたたち）
?ura（おまえ）
？urakjaz（おまえたち）
nam（あなた）
nazmi（あなた）
nazkjaz（あなたたち）
７jaz（おまえ）
？jakkjaZ（おまえたち）
7uｉ（あなた）
？uitaX（あなたたち）
?jaz（おまえ）
７jakkja（おまえたち）
?uｉ（あなた）
７uita（あなたたち）
?ura（おまえ）
？ukja（おまえたち）
７uri（あなた）
？urita（あなたたち）
?uraZ（おまえ）
？utla（おまえたち）
７uｉ（あなた）
7uitaZ（あなたたち）
natａ（あなた）
名瀬
２二人称
2.1各地における語形
二人称は話手と対手との関係である。従って，
二人称では，話手が自分と対手との関係をどう
認識しているかという，その関係認識の方法が
如実に具現されてくる。そして，当然ながらそ
の認識方法も地域によって相違を示す。
ある地域では「卑称，対等，敬意，最高敬意」
の四範祷に分かれていたり，他の地域では「対
等，敬意，最高敬意」の三範嶬，あるいは「対
等，敬意」の二範囑，そういう区別のない地域
などと様々である。
このように，対手を認識する方法が地域によ
っていろいろ異なっていると同時に，また，同
系統の語形と思われるものが，ある地域では「
敬意・単数」に用いられているのに対し，他の
地域では「対等または目下・複数」に用いられ
ていたりする。たとえば，奄美諸藺島では?uriは
「あなた」を表わしているが，沖繩諸島では同
系統と思われる？uriが「おまえたち」を表わ
している。
以上のように，地域間でその表わす意味範嬬
と語形がいろいろと錯綜しているので，ここで
は単数形と複数形を一括して示すことにする。
まず，地点をあげ，次に語形を示す。
〔奄美諸島〕
志戸桶ｄａｘ（おまえ）
dannax（おまえたち）
daztJaz（おまえたち）
ｎａｘｍｉ（あなた）
生勝
湯湾
古仁屋
平士野
亀津
伊仙
国頭
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natatax（あなたたち）
田皆？ura（おまえ）
？ukja（おまえたち）
？uｉ（あなた）
？uitaX（あなたたち）
natａ（あなた）
natatax（あなたたち）
上城？ura（おまえ）
？ukja（おまえたち）
natａ（あなた）
natata（あなたたち）
玉城7ura（おまえ）
ＭＪａ（おまえたち）
natａ（あなた）
natata（あなたたち）
瀬利覚７ura（おまえ）
７ukja（おまえたち）
７uｉ（あなた）
７uita（あなたたち）
麦屋？ura（おまえ）
？uratJa（おまえたち）
？ure（あなた）
７ureta（あなたたち）
茶花？ura（おまえ）
？uratJa（おまえたち）
？ureZ（あなた）
？ureZta（あなたたち）
〔沖繩諸島〕
諸見？jaz（おまえ）
？ｉｔtax（おまえたち）
？uraZ（おまえ）
７urataZ（おまえたち）
？ugaZ（あなた）
？ugataz（あなたたち）
？und5u（あなた）
?und5unaX（あなたたち）
７und5utaX（あなたたち）
７und5unaXtaZ（あなたたち）
勢理客 ?jaz（おまえ）
？ittaz（おまえたち）
?uraX（あなた）
？uritaZ（あなたたち）
?uraZ（おまえ）
？uriX（おまえたち）
naz（あなた）
､aｎ（あなた）
natta（あなたたち）
?ura（おまえ）
？urix（おまえたち）
nazmi（あなた）
nannax（あなたたち）
?ura（おまえ）
７uriZ（おまえたち）
naz（あなた）
nazmi（あなた）
nannax（あなたたち）
?ura（おまえ）
？uriX（おまえたち）
naz（あなた）
nannax（あなたたち）
?jax（おまえ）
？innaz（おまえたち）
nax（あなた）
nannaz（あなたたち）
?jaz（おまえ）
？innax（おまえたち）
naz（あなた）
naznnax（あなたたち）
?jaz（おまえ）
？ittaz（おまえたち）
奥
辺野喜
佐手
謝敷
与那
辺土名
喜如嘉
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？innax（おまえたち）
nax（あなた）
nazmi（あなた）
nannaz（あなたたち）
７und5u（あなた）
７und5unaX（あなたたち）
？und5unaXtaX（あなたたち）
?jaz（おまえ）
７ittaz（おまえたち）
naz（あなた）
ｎａｚｋｅｘ（あなたたち）
nannax（あなたたち）
?raz（おまえ）
？riz（おまえたち）
?ugaZ（あなた）
？ugataX（あなたたち）
?jaz（おまえ）
？ittaz（おまえたち）
naz（あなた）
nattax（あなたたち）
ｎｉｔｔａｘ（あなたたち）
?und5u（あなた）
？und5unaZ（あなたたち）
？und5unaXtaZ（あなたたち）
?jaz（おまえ）
？ｉｔtax（おまえたち）
naz（あなた）
nattaz（あなたたち）
?und5u（あなた）
７und5unaX（あなたたち）
?jax（おまえ）
？ｉｔtax（おまえたち）
naz（あなた）
nattax（あなたたち）
､aｎ（あなた）
nantax（あなたたち）
?und5u（あなた）
？und5unaX（あなたたち）
？und5unaXtaX（あなたたち）
?jaz（おまえ）
？iｔｔａｚ（おまえたち）
naKmi（あなた）
nattax（あなたたち）
?und5u（あなた）
７und5unaZ（あなたたち）
？und5unaZtaZ（あなたたち）
金武
塩屋
平安座7jaz (簾）
，…(蓋蓬:）
西江前
上江例？jaz（おまえ）
？ｉｔtax（おまえたち）
ｎｄ５ｕ（あなた）
nd5unaz（あなたたち）
小湾？jax（おまえ）
？ittaz（おまえたち）
？und5u（あなた）
？und5utaX（あなたたち）
有銘饒波
７jaz（おまえ）
？ittaz（おまえたち）
7und5u（あなた）
？und5unaZ（あなたたち）
奥武？iga（おまえ）
７igataz（おまえたち）
７jａｚ（おまえ）
？ittaz（おまえたち）
ｎａｚ（あなた）
nattaz（あなたたち）
７und5u（あなた）
仲宗根
並里
瀬底
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７und5unaxtaz（あなたたち）
jaxru（おまえ）
jattaz（おまえたち）
?und5u（あなた）
？und5untJaZ（あなたたち）
黒島ｕｖａ (鴬）儀間
(簾蓮）uｖａｔａＺ
鳩間 wandza（おまえ）
wandzamex（おまえたち）
鰄劉:(薦）
…(簾建）
岬(鱒）
〔宮古諸島〕
平良与那覇大神多良間
１
１
ち
ち
ち
ち
た
・
た
た
た
え
た
え
た
ま
な
ま
な
お
あ
お
あ
く
１
Ｊ
く
▼
▲
え
た
ね
え
た
血
ま
な
、
ま
な
殖
お
あ
ｖ
お
あ
ｖ
く
く
ｖｖａ
波照間
佐和田ｖｖａ
…(舞建）
(薦）
⑪(鱒蓮）
与那国ｎｄａ
〔八重山諸島〕
１
１
ち
ち
ち
ち
た
た
た
た
え
た
え
た
ま
な
ま
な
お
あ
ｊ
猴
協
く
鱒鱒》簾》 ｊ
く
く
ｕ
▽
△
ｎ
▼
▲
ａ
ａ
ａ
ｗ
ｗ
ｗ
石垣
補注
(1)奄美諸島の国頭。田皆にあらわれるｎａ－
ｔａ（あなた）は？uｉ（あなた）よりも新
しいという話者からの報告があった。
②沖繩諸島の諸見における二人称の各形式
は次のように用いられる。
７jax目下の者に用いる。
７uraX同等または目下の者に用いる。
この語形には相手に対する親しさ
．やさしさの意が含まれている。
７ugaZ主として親。兄姉等の目上に用い
る。この語形には親愛と尊敬の意
が含まれている。
？und5u最高の敬意を表わし，主として
目上の人，または疎遠の人によく
用いる。
(3)沖繩諸島の奥武方言における？igaxは卑
大浜
uｗａ（おまえ）
p1sajaX（おまえたち）
uｗａｍａｉ（あなた）
川平
keznnexra（あなたたち）
竹富 (藤）
M伽(簾蓮）
ｗａＸ
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称である。？jaxは普通目下の者に用いる。
（４）八重山諸島の鳩問におけるwandzaも卑
称である。
以上が琉球方言における二人称の代名詞であ
る。
二人称形式の表わす意味範囑からみて，概略
的に以下のことがいえそうである。すなわち，
奄美諸島は「おまえ」「あなた」の二範祷の社
会，沖繩諸島は北部の国頭村が奄美諸島と同じ
＝範嬬の社会である。沖繩諸島はほかに四範囑
の社会（諸見，奥武），三範囑の社会（仲宗根，
瀬底）もみられる。そのなかでも中部の平安座
はそういう範嶬なしの社会である。宮古・八重
山諸島および与那国も，そういう範囑のない社
会であるが，但し八重山諸島の川平だけは「
おまえ」「あなた」の区別が存する。
以下，この＝人称の各形式について，系統別
に考察を加えていくことにする。
には、ａｎ系はあらわれない。
、ａｎ系も－地点に二語形併用されているとこ
ろがある。沖繩諸島の奥・瀬底がそうである。
そこで，瀬底方言を例にとってその用法をみて
みよう。
瀬底方言ではnax，、ａｎが用いられている。
これらは両親，兄姉をはじめ，目上の人で特に
親しい人々に用いる。この語形にはある種の尊
敬と親愛の意がこめられているといえる。
このように表わす意味内容においてnax，
､anは全く同じである。但し,両者はその用法に
おいて異なる。
▲ｎａＺ
Ｃ）直ちに体言に接する。
ｎａＺｍｕｎ（あなたのもの）
ｎａｘｋｉｎ（あなたの着物）
ｍｎａｘがｍｉ（身）に接してｎａｚｍｉ（あなた）
という熟語を形成する。
ｎａＸｍｉｇａｈａｋｉｎＪｅｎ（あなたがお書きにな
る）
ｎａＺｍｉｇａｗａＪｊｅＸｂｉｎ（あなたが悪いです）
⑰ｎａｚは用法が限られていて，助詞を伴って
用いられる例はない。
▲、ａｎ
(ｱ）単独で主格に立つ。
ｎａＯｍｏＸｊｕｍｉ（あなたがいらっしゃいます
か）
ｎａＯｋｕｍａｉｎＪｅｎｒｏｘ（あなたがお困りにな
りますよ）
㈹接続助詞と格助詞ｎｕ（の）を除くほとん
どの助詞に接して用いられる。代表例のみ示
す。
ｎａ９ｇａｍｏＸｊｕｎ（あなたがいらっしゃる）
ｎａｍｂａｋｅＺｍｉｎ（あなたばかりみる）
ｎａｎｊａｗａｋａｉｎｓｏｘｒａｎ（あなたはおわか
２．２、ａｎ系
(1)単数
、ａｎ系は各地で次のようにあらわれ，その表
わす意味も「あなた」と敬意に用いられていて
固定している。
〔奄美諸島〕
ｎaｎ名瀬，生勝，湯湾
ｎａｍ古仁屋
ｎａｘｍｉ志戸桶，古仁屋
natａ国頭，田皆，上城，玉城
〔沖繩諸島〕
ｎａＸ奥，佐手，謝敷，与那，辺土名，喜如
嘉，塩屋，仲宗根，並里，瀬底，奥武
、aｎ奥，瀬底
ｎａｘｍｉ辺野喜，佐手，喜如嘉，金武
これからもわかるように，宮古。八重山諸島
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りにならない）
ｎａｎｎｕｊａｗａｎｎｕｊａｒｉｔＪｉｋｕｍａｔａｎ（あな
たとか私とかいって困った）
ｎａｎｊｏＺ（あなたですよ）
両者の用法を対照して示すと，次の通りにな
る。
ｎａｚ 、ａｎ
○主格に立ちえない。 ○主格に立つ。
ｏ連体格に立ちえない。ｏ連体格に立つ。
○接続助詞と格助詞ｎｕ（の）を除くほと
んどの助詞に接して用いられる。
ｏ助詞を伴って用いられることはない。
ｏ用法が限定されている。 ｏ用法が広い。
次に，国語との対応関係であるが，nazは上
代国語の「な」に対応すると解される。熟語を
形成すること，主格には立ちえないが，連体格
には立ちえるというｎａｚの用法は上代国語の姿
をほぼとどめているものといえよう。また，上
代国語において「な」は「尊敬と共に深き親愛
を表わす」（山田孝雄『奈良朝文法史』６１頁）
意に用いられているが，琉球方言のこのnaxも
ほぼ同じである。
沖繩関係の文献では，１７１１年の『混効験集』
にだけ「な」がみえる。その他のものにはみあ
たらない。
、ａｎは上代国語の「なれ」に対応するであろ
う。その変化過程は次のように想定されうる。
…→…一nomE::Ｗ
ｎａｍとなるのは奄美諸島の古仁屋であるが，
古仁屋方言ではう行音が、またはｍになる例が
ある。FuFum（俟）？aｎ（蟻）ｈｉｍｍａ（昼
間）。
但し，ｎａｚｍｉはやはり「な身」に対応する
ものと解される。
奄美諸島ではほかにnatａの形もあらわれる
が，これは沖繩諸島で用いられている複数形
nattazがnatａと変化し，これが奄美では単
数として用いられたものではなかろうか。
②複数
、ａｎ系の複数，すなわち「あなたたち」を表
わす語形は各地で次のようにあらわれる。
〔奄美諸島〕
naztlaX志戸桶
nakja名瀬
ｎａＸｋｊａ生勝，湯湾，古仁屋（naZkjaZ）
natataz国頭，田皆，上城（natata），玉城
〔沖繩諸島〕
nattaz奥（natta），仲宗根，並里，瀬底，
金武，奥武
ｎｉｔｔａｚ仲宗根
nantax瀬底
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「おが」の形がみえる。これによると，この「
おが」について「おぬしと云心又おのかと云
を中略するか人の上にも身の上にも云」と記
してある。『混効験集」に記されている通り，
恐らくこの？ugazは「おのが」の中略したもの
であろう。
奥武方言では二人称の？igaのほかに，三人
称・近称にも？ugataZ（これたち，それたち。
卑称）があらわれる。三人称の？ugataxの？u－
ｇａ（－taxは複数接尾辞）は恐らく諸見、西
江前の？ugaZと同系統のものであろう。しかし
二人称の？igaがはたしてこれらの？ugaZと同
系統の語であるのか，もしそうだとすれば，何
故語頭において？ｕと？ｉの交替をきたしたの
かについては今のところ明らかにしえない。あ
るいは，この？ｉｇａは上代国語にあらわれる
「伊賀所作仕奉於大殿内者意礼先入」（古事
記・中。神武）
の「伊」（相手を卑しめる語）となんらかの関
係があるのかも知れない。これらの点は今後検
討を要するが，しかし，？igaと？ugaXの語形
上の概略的類似性からすれば，やはり現時点に
おいては同系統の語とみた方が妥当のように思
われる。
奥武方言では？ugaが三人称．近称に転用さ
れたため，二人称ではこれと区別を保つため，
頭音の交替をきたし，？igaとなったのではな
かろうか。
なお，？u9ax系の複数は単数形に複数接尾
辞の－taxが接尾して形成される。
沖繩諸島瀬底方言のnantax等は恐らく「な
れたち」に対応するであろう。前部形式のnat，
、ａｎが「なれ」に対応するものと考えられる。
瀬底方言のnattazの用法を示すと，次の通
りである。
⑰直ちに体言に接する。
nattaxmun（あなたたちのもの）
nantazkiz（あなたたちの木）
㈹接続助詞と格助詞ｎｕ（の）を除くほとん
どの助詞を伴って用いられる。
２．３７ugaX系
７ugaz系は沖繩諸島でのみ用いられている。
諾見・西江前では？ugazとあらわれ，「あなた」
の意で用いられている。奥武は？igaxで「おま
え，卑称」に用いられている。
文献では『おもろさうし』に「おか」という
形がみえる。外間守善先生によれば，「おか」
は時代の古い地方オモロでは敬称に，時代の新
しい首里オモロでは卑称に用いられているよう
である（注１２）。『混効験集』（注１３）にも
２．４？ｕｒｉ系
(1)単数
？uri系は各地で次のようにあらわれ，その
表わす意味も一様ではない。
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〔奄美諸島〕
daz（おまえ）志戸桶
７ura（おまえ）生勝，湯湾，古仁屋，伊仙
国頭（？urax)，田皆，上城，
王城，瀬利覚，麦屋，茶花
?jaz（おまえ）名瀬（？』ａ），平士野，亀
津
?uri（あなた）伊仙
川（あなた）平士野，亀津，国頭，田皆
瀬利覚
?ure（あなた）麦屋，茶花（？urex）
〔沖繩諸島〕
７uraZ（おまえ）諸見，奥，辺野喜，佐手（
７ura），謝敷（？ura）
?raz（おまえ）西江前
?jaz（おまえ）諸見，勢理客，与那，辺土
名，喜如嘉，塩屋，仲宗根
並里，瀬底，金武，平安座
上江例，小湾，有銘，饒波
奥武
jaZru（おまえ）儀間
７uriZ（おまえたち）奥，辺野喜，佐手，謝
敷
?ｒｉｚ（おまえたち）西江前
?uraZ（あなた）勢理客
〔宮古諸島〕
vva（おまえ，あなた）平良，与那覇，大神，
多良間，佐和田
〔八重山諸島〕
uva（おまえ，あなた）黒島
uｗａ（おまえ）川平
waZ（おまえ，あなた）石垣，大浜，竹富，
鳩間
wanu（おまえ，あなた）石垣
nda（おまえ，あなた）与那国
9ａ（おまえ，あなた）波照間
ｕｗａｍａｉ（あなた）川平
wandza（おまえ）鳩間
ｎｄｉ（おまえたち，あなたたち）与那国
以上のように，？uri系は奄美諸島から宮古
・八重山諸島まで一様に分布し，その語形もか
なり変化に富んでいる。しかし，その分布もご
くおおまかにみるならば，奄美諸島には，？ｕ－
ｒａ,７uri等の語形が分布し，これは沖繩諸島の
北部国頭村の謝敷あたりまで分布している。但
し，沖繩諸島ではその謝敷の次の与那以南には
？jazの語形が分布している。宮古。八重山諸
島はvva等の語形が分布する。
沖繩諸島の奥方言等では？uriXは「おまえた
ち」と複数に用いられているが，これは，たと
えば奄美諸島の徳之島伊仙。平士野の？uri（
あなた）。？uｉ（あなた）等と同一系統の語と
解される。このように意味変化をきたしていな
がらも，同一系統と解されるものはここで一括
して考察する。
文献をみると，『おもろさうし』にはその系
統の語形はみあたらない。『華夷訳語』等の資
料については服部四郎先生が詳しく述べておら
れるので，それを参照されたい（注１４）。
以上の諸実態に立脚して，次にこれらの語形
間の相互関連および国語との対応関係について
考察してみたい。
この問題については，すでに服部先生が奄美
諸島における精微なご調査と『華夷訳語』『音
韻字海』『中山伝信録』等の文献資料にもとづ
いて，次のように説いておられる（注１５）。
まず，奄美諸島には「おまえ，君」「あなた」
を表わす代名詞として？uri，？』ａ(X)，？ui，？ｕ－
ｒａ(z)，ｄａ(x)などがある。服部先生はこれらの
語形は語源的に互いに深い関係にあるだろうと
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１－ﾂﾞ(ぷＷ？uｉ＋－ａ(Z)→？』ａ（２）
そして最後に
「なお，琉球方言に古くからあったと考えられ
るｕｒｉ＜おまえ，あなた＞という形式は，東京
・京都などの諸方言の「オレ」という形式と語
源的に関係があろうが，直接には対応しない。
もし，そうならば，たとえば，徳之島の亀津・
母問・花徳等々で〔？ui〕＜あなた＞の代り
に〔７url〕という形が現れ，犬田布・伊仙な
どで〔７uri〕＜あなた＞の代りに〔？urI〕と
いう形が現われるべきだからである。
？uri（２）＋一ａ(x)→？ura(z）
（伊仙・奥等）（生勝・奥等）
これらの形式は，朝鮮語のｕｒｉと同源である
蓋然性がある」
と述べておられる。
外形上全く異なる？ura，７uri等と？ｊａＸの
関係を？uriを元にして一元的に説かれた服部
先生の仮説は全く妥当のように思われる。
そこで，服部説にのっとって，新しい資料も
加えたところで，改めてその変化を示すと，次
の通りになる。
７ｒａｚ→ｄａｚ
(西江前）（志戸桶）
ｖｖａ
(平良專阜）
ｕｖａ－うｕｗａ→ｗａｘ
(黒島）（111平）（石垣等）
７ureX（麦屋等）
Ｍｘ（西江前）
?uｉ（平士野等）＋－ａ(ｘ
ｎｄｉ（与那国）
ｕ（おまえ）は沖繩諸島の
ｎｄａ→ｄａ
(与那国）（波照間）
(名瀬・諸見等）－ａ(x)→？』ａ(x）
久米島儀問のjaXru（おまえ）は
？jaZからさらに変化したものであろう。また
八重山諸島石垣・川平・鳩問のｗａｎｕ（おまえ
、あなた）・ｕｗａｍａｉ（あなた）。wandza
（おまえ）も川平のｕｗａ（おまえ）汀石垣の
ｗａＺ（おまえ・あなた）からさらに変化したも
のと解される。
次に，７ｕｒｉ(x）の源はいったいなんであるの
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かという問題がある。服部先生はこれは朝鮮語
のｕｒｉと同源である蓋然性があると述べておら
れる。遠く遡ると，そういう可能性は十分にあ
りうるだろうと考えられる。
しかし，一方，７uri(X）の源をもっと身近に
求めることはできないものだろうかとも考える。
たとえば，？uri(【)の？ｕ－と，前述した？ｕ－
ｇａＸの？ｕ－とは密接な関係があるのではなか
ろうか。７ugazが『混効験集』の記述通り，「
おのが」の中略したものであるとするならば，
この？uri(X)は「おのれ」の中略したものと解
することも可能である。すなわちonore→？ｕ－
ｎｕｒｌ→？unri→７uri(Z)の変化過程が想定
されうる。服部先生が提出された徳之島の亀津
・母問・花徳・犬田布。伊仙等での音韻対応に
則さない語形は，「おのれ」の中略の際，末尾
柏になんらかの影響を与えたためではなかろう
か。
なお，この二人称について論じた論文は他に
もあり，参考となる（注１６）。
ＭＪａ（おまえたち）
?uritaZ（おまえたち）
?uitaZ（あなたたち）
国頭，玉城
伊仙
平士野，亀津（
？ｕｉｔａ)，国頭，
田皆，瀬利覚（
？ｕｉｔａ）
麦屋，茶花（７ｕ－
ｒｅｚｔａ）
７ureta（あなたたち）
〔沖繩諸島〕
?ｉｔtax（おまえたち） 諸見，勢理客，喜
如嘉，塩屋，仲宗
根、並里，瀬底，
金武，平安座，上
江例，小湾，有銘
饒波，奥武
与那，辺士名，喜
如嘉
儀間
諸見
勢理客
７innaz（おまえたち）
jattaz（おまえたち）
?urataZ（おまえたち）
?uritaX（あなたたち）
〔宮古諸島〕
…(蒙蓬:）
…⑪(羨篭）
〔八重山諸島〕
…(菫蓑蓮）
…:(鴬蓮:）
…(舞建）
…(藤麓）
平良，与那覇，大
神，多良間
佐和田
②複数
？uri系の複数形式は各地で次のようにあら
われる。
〔奄美諸島〕
dannax（おまえたち）志戸桶
daxtJaz（おまえたち）志戸桶
？jakja（おまえたち）名瀬，平士野（７ｊａ－
ｋｋｊａｚ），亀津
？urikja（おまえたち）生勝
？urakjaZ（おまえたち）湯湾（？urakja）
古仁屋
？uratJa（おまえたち）麦屋，茶花
？ukja（おまえたち）伊仙，田皆，上城，
瀬利覚
石垣，大浜
黒島
鳩間
波照間
wandzameZ（おまえたち）鳩間
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それら複数形式の構造を分析してみると,次 えない。
のようになる。
〔奄美諸島〕 2.5？und5u系
７und5u系の単数・複数形は各地で次のよう
にあらわれる。また，その表わす意味も「あな
た」とは書いてあるが，最も敬意の高いもので
これも各地一定している。
単数
〔沖繩諸島〕
７und5u 諸見，喜如嘉，仲宗根，並里
瀬底，金武，小湾，有銘，饒
波，奥武，儀問
ｎｄ５ｕ 上江例
複数
〔沖繩諸島〕
？und5unax 諸見，喜如嘉，仲宗根，並里
瀬底，金武，有銘
？ｕｎｄ５ｕｔａＸ 諸見，小湾
？und5unaZtaZ諸見，喜如嘉，仲宗根，瀬底
金武，奥武
nd5unaz 上江例
７und5untJaX儀間
以上のように，7und5u系は沖繩諸島，その
中でも中・南部を中心に用いられている。瀬底
方言では初対面の人によく用いられる。
文献をみてみると，『琉歌』に「無蔵」の形
でよくあらわれてくる。『おもろさうし』その
他の文献にはみあたらない。その出自も今のと
ころ明らかにしえない。
次に，複数形式の構成法にも今までと多少異
なる点があらわれてくる。今までみてきた方法
は「単数形式十複数接尾辞」の構造であった。
しかし，ここでは「単数形式十複数接尾辞十複
数接尾辞」の構造があらわれてくる。諸見，喜
如嘉，仲宗根等の？und5u-nax-tax（あなた
lｉ１ｌｌ７ｕｒｅ ｌ▼▲▼▲ａ▽▲ａ▽△、小町垣一一一一Ｉ
〔沖繩諸島〕
llUiI
lii伽’
、Ｊルー〃
▼
▲
▼
▲
ａ
ａ
＋
し
ｎ
’
一〃ⅡｆⅡＩ
{￣taX｝
－ｄｕ
Ｉ
▼
▲
▽
△
▽
△
ｅ
ａ
血
也
ｍ
ｍ
ｌ
一
一
’
１
ここで，これまでのに加えて新しく宮古・八
重山諸島に一ｄｕ－ｍｅＸ－ｍａという接尾形式
があらわれる。また，奄美。沖繩諸島にあらわ
れる一naxという接尾形式は－ｎｎａｚの形であ
らわれる時もある。接尾形式を除いたその前部
形式は単数の代名詞の形とほぼ一致するが，な
かには多少変化しているものもある。
八重山諸島には上記以外に，川平にp1sajaX
（おまえたち）kexnnexra（あなたたち），竹
富にbaJaz（おまえたち，あなたたち）があら
われるが，その出自も今のところ明らかになし
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たち）がそうである。一般に一tazは他の複数
接尾辞の後にさらに接尾しうる`性質を有してい
る。なお，この複数接尾辞については他に詳し
く論じた論文があり参考になる（注１７）。
７uri（それ）
7untaX（それたち）
？ari（あれ）
？antax（あれたち）
〔沖繩諸島〕
諸見Ｆｕｒｉ（これ）
FuritaZ（これたち）
７uri（それ）
？uritax（それたち）
７ari（あれ）
？aritax（あれたち）
奥Ｆｕｒｉ（これ）
FuttaX（これたち）
？ari（あれ）
？attax（あれたち）
辺野喜，佐手
Ｆｕｒｉ（これ）
Funnaxta（これたち）
７uri（それ）
？unnazta（それたち）
？ari（あれ）
？annazta（あれたち）
謝敷？uri（それ）
？unnaXta（それたち）
？ari（あれ）
？annaxta（あれたち）
与那，辺士名
Ｆｕｒｉ（これ）
FunnaZta（これたち）
？ari（あれ）
？annaxta（あれたち）
喜如嘉Ｆｕｒｉ（これ）
FuttaX（これたち）
？uri（それ）
？uttaz（それたち）
３．三人称
三人称の「これ」「それ」「あれ」を表わす
語形は各地で次のようにあらわれる。
〔奄美諸島〕
湯湾ｋｕｒＩ（これ）
kuttaZ（これたち）
７url（それ）
７uttax（それたち）
７arI（あれ）
７attax（あれたち）
古仁屋ｋｕｒ（これ）
kuttax（これたち）
？uｒ（それ）
？uttaz（それたち）
？aｒ（あれ）
？attax（あれたち）
志戸桶Ｆｕｒｉ（これ）
Furinna（これたち）
７uri（それ）
？urinna（それたち）
？ari（あれ）
？arinna（あれたち）
国頭Ｆｕｒｉ（これ）
FuritaX，FuntaZ（これたち）
？uri（それ）
？untaZ（それたち）
７ari（あれ）
？antaz（あれたち）
田皆Ｆｕｒｉ（これ）
FuntaX（これたち）
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?ari（あれ）
？attaz（あれたち）
Furi（これ）
FuntaZ（これたち）
?uri（それ）
？untaX（それたち）
?ari（あれ）
？antaz（あれたち）
FuriZ（これ）
ＦｕｒｉＸｔａＺ（これたち）
?uriZ（それ）
７uｒｉｘｔａｘ（それたち）
?ariz（あれ）
？arixtax（あれたち）
Furi（これ）
FuritaX，FuttaX（これたち）
?uri（それ）
？uritaz，７uttaz（それたち）
７ari（あれ）
？aritaz，７attaz（あれたち）
FurLFun（これ）
FuttaX，FuntaZ（これたち）
?uri，？u、（それ）
７uttaz，？u､tax（それたち）
７ari，？aｎ（あれ）
？attax，？antax（あれたち）
kuri（これ）
kuritax（これたち）
７uri（それ）
？uritaZ（それたち）
?ari（あれ）
？aritax（あれたち）
?uri（それ）
？uttax（それたち）
７ari（あれ）
７attaz（あれたち）
〔宮古諸島〕
大神ｕｒｉ（それ）
uritaX（それたち）
ｋａｒｉ（あれ）
karitaz（あれたち）
与那覇来問
ｋｕｒｉ（これ）
kuritaZ（これたち）
ｕｒｉ（それ）
uritaX（それたち）
ｋａｒｉ（あれ）
karitax（あれたち）
平良ｋｕｉ（これ）
ｕｉ（それ）
ｋａｉ（あれ）
〔八重山諸島〕
川平ｋｕｒｉ（これ）◎ｏ
ｋｖＪｌｔａｘ（これたち）
ｕｒｉ（それ）
ｕｌｌｔａｘ（それたち）
ｋａｒｉ（あれ）
kaJLtaz（あれたち）
鳩間ｋｕｒｉ（これ）
kuttsaX（これたち）
ｕｒｉ（それ）
uttsaX（それたち）
ｋａｒｉ（あれ）
kattsax（あれたち）
与那国ｕ（それ）
untati（それたち）
ｋａｒｉ（あれ）
kantati（あれたち）
塩屋
西江前
仲宗根
瀬底
金武
奥武
以上示してきた語形は各地でほとんど目下の
者に用いられる。目上の人に対しては「この人」
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格助詞ｇａ（が）を伴う。以下，瀬底方言の？u－
ｒｉ（それ）を例にとって示す。
？uｒｉｇａｈａｋｕｎ（それが書く）
７uｒｉｇａｍｕｎ（それのもの）
？uｒｉｇａｔｉＸ（それの手）
７uribakeZmin（そればかりみる）
？ｕｒｉｊａ７ｉｋａｎ（それは行かない）
？urinuja？arinujaritJitixtJinwa-
karan（それとかあれとかいってちっとも
わからない）
７uｒｉｊｏｚ（それよ）
Ｆｕｒｉ（これ）？ari（あれ）も全く同じよ
うに用いられる。
瀬底方言には連体詞的代名詞としてＦｕｎ（こ
の）？u、（その）？aｎ（あの）があり，人
称代名詞のＦｕｎ（これ）？uｎ（あれ）？ａｎ
（あれ）と外形上全く一致している。但し，こ
れらは体言に接していく方法で明確な区別があ
る。人称代名詞は必ず格助詞ｇａ（が）を介し
て体言に接するが，連体詞的代名詞は直ちに体
言に接する。
Ｆｕｎｔｕｋｉ（この時）
？uｎｔｕｋｉ（その時）
？aｎｋｗａｚ（あの子）
次に，国語との対応関係であるが，ｋｕｒｉ，
Ｆｕｒｉ（またはＦｕｎ）は「これ」に，？ariは
「あれ」に対応するものと思われる。宮古・八
重山諸島のｋａｒｉ，ｋａｉは「かれ」に対応する
であろう。
「その人」「あの人」にあたる語形が用いられ
るが，ここではこれらの形式についてはふれな
い。
また，上で示した語形は指示代名詞からの転
用である。たとえば，瀬底方言では指示代名詞
にＦｕｒｉ，Ｆｕｎ（これ），？uri,？u、（それ），
？aｒＬ７ａｎ（あれ）があって，ここで人称代名
詞として示したものと語形的に全く一致する。
三人称で特徴的なことは，地域によって二語
形しかあらわれないところがあることである。
沖繩諸島では北部の奥，謝敷，与那、辺土名，
南部の奥武がそうである。先島では宮古の大神
与那国がそうである。これらの地域では，「こ
れ」または「それ」と「あれ」とが対立してい
る。これらの地域では話手に近いか遠いかの区
別しか存しないことになる。瀬底方言において
も，語形はＦｕｒｉ（これ），７uri（それ），
７ari（あれ）があるが，Ｆｕｒｉと？uriの区
別はそれほど明確ではない。話手に近いものに
対しても？uriを用いることができるし，また
聞手に近い者に対してもＦｕｒｉを用いることが
できる。これは，やはり聞手を対者または他者
として意識していないところからくるものと思
われる。聞手の位置も話手の位置も同じものと
とらえている。一人称・複数で述べた？agan
意識がここにも働いているような気がする。
用法についてみると，文中では接続助詞と格
助詞ｎｕ（の）を除くほとんどの助詞を伴って
用いられる。また、連体格に立つときは，必ず
…鰹Eii(古仁屋）鳩等桁'偽
（平良）
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…'鰯[鷺屋]＿Ⅷ
（ほとんどの地域）（瀬底）
kare→ｋａｒｉ（大神，川平等）→ｋａｉ（平良）
「あなた」「それ」
平士野？ｕｉ７uri
亀津？uｉ？urI
伊仙７uri？urI
国頭7ｕｉ？uri
瀬利覚？uｉ？uri
田皆？ｕｉｍｒｉ
では，三人称の？uriは国語のどの形式に対
応するのかということであるが，これは『おも
ろさうし』の「おれ」につながり，そして上代
国語の「おれ」に対応するものと解される。そ
の変化過程は次の通りである。
問題は？uri（それ）である。？u｢ｉはその
まま「それ」に対応しない。
文献をみると，『おもろさうし』に「おれ」
の形がみえている.
この？uriは二人称の？uri，？uｉ等と全く
同一系統の語とは解されない。各地点で二人称
の「あなた」を表わす語形と三人称の「それ」
を表わす語形を比較してみると，かなり異なる
からである。
…~偽勝’側ん肋地域[１１M底▲…
（与那覇等）（平良）（与那国）
複数形式では八重山の鳩間，与那国に－tSax，も「単数形式十複数接尾辞十複数接尾辞」の構
一tatiという接尾形式が新しくあらわれる。造がみられる。
複数形式はこれまでと同様，単数形式に複数接Ｆｕｎ－ｎａＸ－ｔａ（辺野喜，佐手，与那，
尾辞が結合して形成される。その際に，ここで 辺土名）
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？ｕｎ－ｎａＸ－ｔａ（辺野喜，佐手，謝敷）
7ａｎ－ｎａｚ－ｔａ（辺野喜，佐手，謝敷，
辺士名）
用法においては，複数形になると，直ちに体
言に接する。瀬底方言の例を示すｂ
７ｕｔｔａｘｍｕｎ（それたちのもの）
？uttaztiz（それたちの手）
それ以外では，単数形と全く同じように用いら
れる。
川平，大浜，鳩間，波照問，与那国
黒島
石垣，竹富，鳩間
鳩間（卑称）
tａｘ
ｔａｒ
ｔａｒｕ
ｔａｎｄｚａ
複数
〔奄美諸島〕
tarunna志戸桶
tattax古仁屋，湯湾
tantaz国頭，田皆
〔沖繩諸島〕
tarutaX諸見，仲宗根
tattax奥（tatta），金武（tatta），
喜如嘉，瀬底，奥武
ｔａｚｔａｘ西江前
tantax塩屋，瀬底
tannazta謝敷，与那，辺土名
sannaxta辺野喜，佐手
〔宮古諸島〕
ｔａｚｔａｚ大神
tal1taz川平
〔八重山諸島〕
tattsaX鳩間
ｔａＺｔａ 与那国
まず，単数について述べる。不定称も一t（
に二語形ないし三語形の併用がみられる。ｉｆ
４不定称
不定称の「だれ」を表わす語形は各地の方言
で次のようにあらわれる。
単数
〔奄美諸島〕
ｔａ 古仁屋，国頭（taz）
ｔａｒ古仁屋
ｔａｒＩ湯湾
ｔａｒｕ名瀬，瀬利覚（taruZ川田皆，茶花
ｔａｎ亀津，志戸桶
〔沖繩諸島〕
ｔａｘ諸見，奥，与那，辺土名，喜如嘉，塩
屋，有銘，西江前，並里，瀬底，上江
例，平安座，小湾，饒波，奥武
ｔａｒｕ諸見，勢理客，与那，辺士名，喜如嘉
塩屋，仲宗根，瀬底，金武，上江例，
奥武，儀間
ｔａｎ奥，謝敷，与那，辺土名，塩屋，瀬底
ｓａｒｕ辺野喜，佐手
〔宮古諸島〕
tax平良，大神，与那覇
ｔａｒｕ佐和田
ｔａｕ多良間
ｔｏｘ平良，来間，与那覇
〔八重山諸島〕
について述べる。不定称も一地域
し三語形の併用がみられる。たと
えば，瀬底方言ではｔａＸｔａｒｕｔａｎの三語形
があらわれる。
そこで瀬底方言を例にとって，その用法をみ
てみることにする。
▲ｔａＺ
(1)直ちに体言に接する。
ｔａＺｍｕｎｇａ（誰のものか）
ｔａＸｋｉＤｇａ（誰の着物か）
(2)接続助詞と格助詞ｎｕ（の）を除くほとん
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どの助詞を伴って用いられる。
ｔａＸｇａｈａｔｌａｚｇａ（誰が書いたか）
ｔａｚｂａｋｅｘｍｉｘｇａ（誰ばかり見るか）
ｔａｘｊａ？iｋｕｘｇａ（誰は行くのか）
？ａｒｉｎｕｊａｔａＸｎｕｊａｒｉｔＪｉｔｉｚｔＪｉｎｗａ－
ｋａｒａｎ（彼とか誰とか言ってちっともわから
ない）
ｔａＺｊｏＺ（誰かよ）
▲ｔａｒｕ
(1)必ず格助詞ｇａ（が）を介して体言に接す
る。
ｔａｒｕｇａｍｕＯｇａ（誰のものか）
ｔａｒｕｇａｋｉＯｇａ（誰の着物か）
②接続助詞と格助詞ｎｕ（の）を除くほとん
どの助詞を伴って用いられる。用例はtaxの
場合に準ずる。すなわち，taxの文例でｔａｚ
のところをｔａｒｕにおきかえればよい。
▲ｔａｎ
ｔａｎの用法はｔａｒｕと全く同じである。
以上の記述からもわかる通り，ｔａｘとｔａｒｕ
ｔａｎの用法上の違いは，直ちに体言に接しうる
か否かにあるといえる。
文献では『おもろさうし』に「た」「たる」
の形がみえる。「た」は常に助詞「か」「が」
を伴い，「たか」「たが」の形で連体修飾に用
いられている。『琉歌』にも「た」「たる」の
形がみえる。
次に、国語との対応であるが，ｔａｚまたは
ｔａは上代国語の「た」に対応するものと思わ
れる。ｔａｘとｔａｒｕ，ｔａｎは用法において連体
格に立つ場合以外ではほとんど差異がない。こ
れからしてｔａｚはｔａｒｕ，ｔａｎの末尾柏が脱落
したものというみかたもできそうであるが，しか
し，これでは，瀬底方言等において，ｔａｒｕ，
ｔａｎがｔａｘよりも優勢であるという事実の説
明ができない。
ｔａｒｕ，ｔａｎは上代国語の「たれ」に対応す
るものと思われる。その変化過程は下に示す通
りである。
鳩間方言のtandzaはｔａｒｕに卑称の接尾辞
ｄｚａがついたものと解される。
複数形式では，ここにも「単数形式十複数接
尾辞十複数接尾辞」の構造があらわれる。
沖繩諸島の謝敷・辺野喜等にあらわれるｔａｎ－
taｎ（亀津，奥等）
taru(X）（名瀬，諸見，佐和田等）→ｓａｒｕ（辺野喜等）
tau（多良間）→ｔｏＺ（平良等）
tar（古仁屋，黒島等）
ｔａｒｅ→ｔａｒＩ
（湯湾） ＝
ｎａｚ－ｔａ（だれたち）・ｓａｎ－ｎａｚ－ｔａ（だ
れたち）がそうである。
本稿は琉球方言の人称代名詞を主として国語
との対応関係で考察してきた。特に二人称では
系統別に国語との対応関係をみて，たとえば，
７uri系と、ａｎ系がどういう関係にあるのかと
いう系統間の関係の考察は行なっていない。二
人称の場合はその面の研究も必要である。その
５．おわりに
以上，琉球方言の人称代名詞について考察し
てきた。
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問題も含めて，中本正智氏が言語地理学的にそ
の面の研究も行なっている。これについては，
本書所収論文を参照。
人称代名詞は人と人との関係が端的に表現さ
れてくるので，実に興味深いものがある。今後
はその表わす意味内容も詳しく調査して考察を
進めていきたい。
注６束条操編『南島方言資料』所収。
伊波普猷『南島方言史巧』では詳しく解
説されてある。
注７東条操編『南島方言資料』所収。
注８注３の文献。「全集」５８頁参照。
注９島袋盛敏翁長俊郎『標音評釈琉歌全集』
武蔵野書院
注１０注７の文献所収。『中山伝信録』も沖
繩の中央語の文献とされている。
注１１注７の文献所収。
注１２仲原善忠外間守善『おもろさうし
辞典総索引』角川書店６６頁
注１３外間守善編著『混効験集校本と研
究』角川書店
注１４服部四郎『日本語の系統』岩波書店
２９１～２９２頁参照。
注１５注１４の文献２８８頁～２９３頁
注１６注３の文献（『全集』の５７頁）
大島一郎「代名詞の体系とその推移」
（『人文学報』Ｎｕ８０東京都立大学人文
学部）
注１７屋比久浩,「イッター」と「ワッター」
－接尾形式の一考察一'，
「沖繩文化」第１３号
注１『万葉集」日本古典文学体系一～四岩
波書店。以下『万葉集』の資料はすべて本
書に従う。
注２仲原善忠外間守善『おもろさうし辞
典総索引』角川書店。以下『おもろさ
うし』の資料は本書に従う。
外間守善編著『混効験集校本と研究』
角川書店４００頁参照
注３伊波普猷『南島方言史巧』（『伊波普猷
全集』第四巻平凡社所収全集の５８，
５９頁参照）。
注４注２の文献参照
注５東条操編『南島方言資料』刀江書院所
収
『華夷訳語』を’５世紀初葉の文献とさ
れたのは伊波普猷先生である。
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